
L

セ

ッ
シ

ョ

ン
W

 ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教

の
文
献
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仏
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史
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ベ
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ヒ
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ゥ
ー
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授
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ま
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委
託
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よ
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仏
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用

語
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較
研

究
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中

心

的

な

研
究

者
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専
攻
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語
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仏
教
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セ ッションWヒ ン ドゥー教部門

イ
ン
ド
は
幾
多
の
宗
教
の
発
祥
の
地
と
な

っ
て
き
た
。
世
界
中
の
他
の
ど
こ
を
探
し
て
も
、
イ

ン
ド
ほ
ど
に
多
く
の
人
々
と
多
く

の
宗
教
を
生
み
出
し
て
き
た
所
は
ほ
か
に
な

い
だ
ろ
う
。
イ

ン
ド
に
は
、
宗
教
意
識
の
発
展
に
役
立

つ
何
か
特
殊
な
も
の
が
あ
る
。

イ
ン
ド
は
真
に
信
仰
の
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
世
界
の
す
べ
て
の
主
要
な
宗
教
の
信
奉
者
た
ち
が
い
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
い
つ
始
め
ら
れ
た
か
を

い
う
の
は
難
し

い
が
、
イ
ン
ド
の
大
多
数
の
人
々
に
戒
め
を
与
え
て
い
る
の
は
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
で
あ
り
、
ま
た
他
の
諸
国
で
も
何
世
紀
に
も
わ
た

っ
て
影
響
を
与
え
て
き
た
。
今
日
で
も
、
世
界
の
他

の
地
域
に
移
住
し

た
多
く
の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
た
ち
が
、
伝
統
的
宗
教
儀
式
を
守
り
続
け
て
い
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
だ
れ
か

一
人
の
教
祖
、
あ
る
い
は

一
冊
の
経
典
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
リ
シ
、
R
ish
is]

(聖
仙
)
と
い
わ
れ
る
数
多
く
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
預
言
者

・
賢
者
た
ち
の
知
恵
と
霊
的
洞
察
の
結
集
に
そ
の
源
を
発
す
る
。
五
千

年
と

い
う
年
月
を
経
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
上
の
多
種
多
様
な
宗
教
、
文
化
を
吸
収
、
消
化
し
つ
つ
、
漸
次
発
展

ハエ

し

て
き

た

の

で
あ

る

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

は
ま

た

、

ジ

ャ
イ

ナ

教

、

仏

教

、

シ

ー
ク

教

を

派

生

し

た

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

は

、

疑
う

余

地

な

く

世

界

の
す

べ
て

の
大
宗

教

の
中

で

最
古

の
も

の
で

あ

る

。

「
ヒ

ン
ド

ゥ
ー
」

と

い
う

言
葉

は

、

イ

ン

ド

北
部

を

流

れ

る
大

河

の

一
つ

「
シ

ン
ド

ゥ
ー
、

S
in
d
h
u
]

に
由

来

す

る

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

は

、

一
人

の
教

祖

の
教

え

で

は

な

く

、

イ

ン
ド

文

明

の
黎

明

期

の
偉

大

な

預

言

者

・
賢

者

た

ち

の
知

恵

と

霊

感

の
結

集

に

基

づ

い

て
お

り

、

別

名

「
サ

ン
タ

ナ

・
ダ

ル

マ
、
し。
彗
冨
冨

O
冨

§

p
」

(永

遠

の
信

仰

)

と

も
呼

ば
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ぞ
　

れ

る

。
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二

文
献

 

(
1
)

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

の
経

典

ヒ

ン

ド

ゥ
ー

教

の
最

古

の
文

献

は

「
ヴ

ェ
ー
ダ

、

V
e
d
a
/l

で
あ

り

、

今

か

ら

約

三

千
年

前

、

紀

元

前

千

二

百

年

頃

に

書

か

れ

た

の

で
は

な

い
か

と

さ

れ

て

い

る
。
ヴ

エ
ー
ダ

に

は

四

つ
あ

り

、
各

々

「
リ

グ
ヴ

エ
ー
ダ

、
R
ig

-v
e
d
a
」
「
サ

ー

マ
ヴ

ェ
ー
"　
'
s
a
m
a
-v
e
d
a
」

「
ヤ
ジ

ュ
ル

ヴ

ェ
ー

ダ
、
Y
aj
u
r
-く
e
d
a
l
「
ア

タ

ル

ヴ

ァ

・
ヴ

エ
ー

ダ
、
A
th
a
r
く
a

-V
e
d
a
」
と

呼

ば

れ

る
。
そ

れ

ら

の

中

で

「
リ

グ
ヴ

エ
ー

ダ
」

が
最

古

の

も

の

で
あ

る

。

こ

れ

ら

の
ヴ

ェ
ー
ダ

は

、

あ

る

学

説

で

は

、

北

西

の
方
向

か

ら

イ

ン
ド

に

移
住

し

て

き

た

と

さ

れ

て

い
る

ア

ー

リ

ア
族

に

よ

っ
て
導

入

さ

れ

た

と

さ

れ

て

い
る

。

ヒ

ン
ド

ゥ

ー

教

の

聖

典

の
第

二

の

主

要

な

部

分

は
、

数

に

し

て

↓
〇

八

の
形

而

上

学

的

論

文

か

ら

な

る

「
ウ

パ

ニ

シ

ャ
ド

、

ロこ

 U
p
a
n
is
h
a
d
」

で

あ

り

、

そ

の

中

で

も

特

に

十

四

(
十

三
と

も

さ

れ

る

)

の
も

の
が

重

要

と

い
わ

れ

る
。

そ

れ

ら

の
大

部

分

は

紀

元

前

七

、

八

百
年

前

に

作

成

さ

れ

た

と

さ
れ

て

い

る
が

、

そ

の
詳

し

い
年

代

は

今

も

な

お

論

争

の
的

と

な

っ
て

い

る
。

内

容

は
古

代

の

賢
者

た
ち

の
宗

教

的

、
哲

学

的

思

想

、

す

な

わ

ち

人

間

の
生

死

そ

の
他

の
存

在

の
問

題

、

人

生

の
目

標

や
霊

的

悟

り

の
段

階
と

い

っ

た

深

遠

な

る
諸

問

題

に

つ

い

て

の
師

弟

の
対

話

を

含

む

。

ウ

パ

ニ
シ

ャ
ド

は

、

今

も

広

く

「
ヴ

ェ
ダ

ン

タ

、
く

Φ
合

ロ
富
」

と

し

て
知

ら
れ

て

い

る

一
種

の
形

而

上

学

的

な

一
元

論
と

汎
神

論

を

提
供

し

た

。

「
マ

ハ
ー

バ

ー

ラ

タ

、

ζ
四
嘉

ロ
ゴ
畔
o
盲
」

「
ラ

ー

マ
ー

ヤ

ナ
、

R
a
m
a
y
a
rpa
」

「
プ

ラ

ー

ナ

、

P
u
r
a
rpa
s
」

も

ま

た

、

ヒ

ン

ド

ゥ
ー

教

セ ッションVIヒ ン ドゥー教部門

の
経

典

の

一
部

を

な

す

。

「
マ

ハ
ー

バ

ー

ラ

タ
」

は

「
バ

ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー

タ

ー
、　
B
h
a
g
a
v
a
d
-g
ita
」

と

呼

ば

れ

る

宗

教

的

哲

学

的

詩
文

を

そ

の
内

容

と

し

、
ク

リ

,)

ユ
ナ

(K
r
is
h
n
a
)
神

か
ら

の
直

接

的

啓

示

で
あ

る
と

見

な

さ

れ

て

い
る
。
「
ラ

ー

マ
ー
ヤ

ナ
」
は

、

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ

(V
is
h
n
u
)
神

の
第

七

の

権

化

と

さ

れ

て

い
る

英

雄

プ

ー

マ

(R
a
m
a
)
神

に

つ

い

て
、

そ

の
武

勇

と

妻

シ

ー

タ

(s
rta
)
と

の
貞

節

を

詠

じ
た

二

万

四

千

節

か

ら

な

る

詩

文

で
あ

る
。

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

徒

以

外

の
人

々
に

は

、

そ

れ

は

聖

典

と

い
う

よ

り

は

単

な

る

寓
話

に
見

え

る

で
あ

ろ
う

が

、

敬

慶

な

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

徒

に

と

っ
て
は

、

約

束

の
遵

守

、

父

母

へ
の
恭

順

、

妻

へ
の
愛

の
貫

徹

、

オ

　

あ

ら

ゆ

る
障

害

を

克

服
す

る

た

め

の
勇

気

と

い

っ
た

事

柄

の
大

切

さ

を

教

え

て
く

れ

て

い
る

の

で
あ

る

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

徒

に

と

っ

て

は

、

ラ

ー

マ
神

は
神

的

な

徳

と

勇

気

の
権

化

で
あ

り

、

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

の
神

的

力

が

人

間

の
形

を

と

っ
て
現

れ

た

完

全

な

る

人
格

化

な

の

で
あ

る
。

「
プ

ラ

ー

ナ
」

は

全

体

と

し

て

は

、

造

物

神

ブ

ラ

フ

マ

ン

(B
r
a
h
m
a
n
)
、

守

護

神

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ

(≦

書

目

)
、

変

化

と

破

壊

の
神

シ

ヴ

ァ
(しっ
h
iv
a
)

と

い
う

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

的

三

位

神

へ
の
信

仰

を

讃

揚

す

る

た

め

に

書

か

れ

た

古

代

の
教

訓

的

物

語

で

あ

る

。

「
プ

ラ

ー

ナ
」

の
中

で

も
、

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
神

の
権

化

で

あ

り

、

ヒ

ン

ド

ゥ
ー

教

で

は

最

も

よ

く

知

ら

れ

た

権

化

神

で
あ

る

ク

リ

シ

ュ
ナ
神

に

つ

い
て

物

語

る

「
ス
リ

マ
ド

・
バ

ー
ガ

ヴ

ァ
ー

タ
、

しっ
「
im
a
d
-B
h
a
gq
a
v
a
ta
」

が

特

に

重

要

で
あ

る

。

「
タ

ン

ト

ラ

、　
T
a
n
tr
a
」

も

ま

た

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

の
経

典

で
あ

る

。

そ

れ

は

、

超

人

的

力

を

得

る
方

法

や
神

霊

と

結

合

す

る
方

法

に

つ

い
て

の
シ

ヴ

ァ
神

と

そ

の
妻

カ

ー
リ

(K
a
li)
と

の
会

話

を

記

録

し

た

⊥ハ
十

四

の
サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

語

経

典

を

有

し

、

故

に

そ

の

内

容

は

、

シ

ヴ

ァ
神

の
妻

カ

ー

リ

と

い
う

女

性

の
形

に
現

れ

た

神

的

力

へ
の
信

仰

を

含

む

。

こ

の
経

典

は

、

至

上

の
幸

福

は

シ

ヴ

ァ

神

と

カ

ー

リ

の
夫

婦

の
交

わ

り

に

あ

る

と

し

て

い
る

こ
と

か

ら

、

人

間

の
究

極

の
目

標

は

性

的

悦

楽

を

通

し

て

の
み

獲

得

さ

れ

る
と

い
う

印

象

を

信
者

た

ち

に

与

え

て

い

る
。

ヴ

ェ
ー

ダ

に

は

ま

た

、

太

陽

、

月

、

海

、

雨

、

暁

と

い

っ
た

自

然

の
さ

ま
ざ

ま

な

力

に

つ

い

て
詠

じ

た

賛

歌

も

含

ま

れ

て

い

る
。
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そ
う

い
っ
た
賛
歌
の
何
れ
に
も
、
こ
う

い
っ
た
森
羅
万
象
の
背
後
に
潜
む
本
質
的
統

一
と
相
互
連
結
に
つ
い
て
の
深

い
直
観
的
認
識

　ヨ

　

が
浸

透

し

て

い

る

。

(
2

)

基

本

的

教

義

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

に

は

五

つ
の
基

本

的

教

義

が

あ

り

、

そ

れ

ら

は
、

も

し

正

当

に
理

解

さ

れ

る

な

ら

ば

、

こ

の
偉

大

な

宗

教

を

理
解

す

る
鍵

を

与

え

て
く

れ

る
。
第

一
の

も

の

は

、
全

宇

宙

に

あ

ま

ね

く

浸

透

し

て

い
る

不

変

不

死

の

実
体

「
ブ

ラ

フ

マ
ン
、
B
r
a
h
m
a
n
」

の
概

念

で

あ

る

。

ヴ

エ
ー

ダ

賢

者

た

ち

は

、

宇

宙

に
あ

る
森

羅

万

象

は

す

べ

て
変

化

し

て

い
く

こ
と

を

見

抜

き

、

そ

れ

ゆ
え

彼

ら

は

被

造

物

を

「
サ

ム

サ

ー

ラ

、　
s
a
m
s
a
r
a
」

(常

に

動

く

も

の
)

と

呼

ん
だ

。

し

か

し

ま

た

同

時

に
彼

ら

は

、

変

化

の
背

後

に

変

化

し

な

い
実

体

が
存

在

し

、

そ

の
不

変

の
実

体

か

ら

変

化

す

る

世

界

が

、

ち

ょ
う

ど

巨

大

な

炎

か

ら

火

花

が

飛

び

散

る

よ

う

に
発

せ

ら

れ

る

の
だ

と

見

た

の
で

あ

る

。
こ

の

究

極

に

し

て

遍

在

す

る

実

体

は

、
「
ブ

ラ

フ

マ

ン
、
B
r
a
h
m
a
n
」
あ

る

い
は

「
パ

ラ

・
ブ

ラ

フ

マ
ン
、

P
a
r
a
-B
r
a
h
m
a
n
」
の
呼

び

名

で

あ

ま

ね

く

知

ら

れ

て
お

り

、
さ
ま

ざ

な

な

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

の
中

に
美

し

く

描

写

さ

れ

、
例

え

ば

「
ム

ン
ダ

カ

・
ウ
パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

、　
M
u
n
d
a
k
a
　U
p
a
n
is
h
a
d
」

に

は

次

の
よ

う

な

一
節

が
あ

る

。

174

「
ブ

ラ

フ

マ
ン

は
誠

に

不

滅

の
存

在

。
前

方

に

も

ブ

ラ

フ

マ
ン
、

右

に
も

左

に
も

、

上

方

に
も

下
方

に

も

現

れ

、

す

り

 誠

に
ブ

ラ

フ

マ
ン

は
光

明

な

る
宇

宙

。
」

後

方

に

も

ブ

ラ

フ

マ
ン
、

」

 

セ ッションVIヒ ン ドゥー教部門

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

は
霊

魂

(「
ア

ー

ト

マ

ン
、
A
tm
a
n
」
)
の

不
滅

を

信

ず

る

。
こ

の
経

典

に

よ

れ

ば

、
人

間
存

在

は

永

劫

に

わ

た

っ

て
幾

度

も

輪

廻

転

生

を

繰

り

返

し

、

幾

多

の
経

験

を

重

ね

、

漸

次

完

成

と

い
う

希

望

の
目

標

に
向

か

っ
て
昇

っ
て

い
く

と

い
う

。

そ

の
宇

宙

的

な

火

花

を

「
ア

ー
ト

マ

ン
」

と

呼

ぶ
。

「
ア

ー
ト

マ

ン
」

の
不

滅

に

つ
い

て

は

、

バ

ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー

タ

ー

に

も

述

べ

　　

へ

ら

れ

て

い
る

。

こ

れ

が

第

二

の
教

義

で
あ

る
。

第

三

の
教

義

は

、

「
ア

ー
ト

マ
ン
」
と

「
ブ

ラ

フ

マ
ン
」
が

本

質

的

に

は

一
つ
で

あ

る

と

い
う

も

の

で
あ

る

。
有

名

な

「
ダ

ッ
ト

・

ト

ゥ
ヴ

ァ
ム

・
ア

r)　
"　
T
a
t
tく
a
m
　
a
s
i　J　
('th
a
t　y
o
u
　
a
r
e
'/

汝

有

る

こ

と

)

は
、

「
ア

ー
ト

マ

ン
」

は

本

質

に

お

い

て
は

「
ブ

ラ

フ

マ
ン
」

(と

同

一
)

で
あ

る
と

い
う

意
味

で

あ

る

。

第

四

の
主

要

教
義

の
内

容

は

、

人

生

の
究

極

の
目

標

は
霊

的

に
悟

っ
て
自

己

に
内

在

す

る
不

滅

の

「
ア

ー
ト

マ
ン
」

を

自

覚

す

る

こ
と

で
あ

る
と

い
う

も

の

で
あ

る

。

「
ア
ー

ト

マ
ン
」

の
悟

り

は

、
直

ち

に

自

己

を

新

し

い
次

元

の

世
界

に
導

き

、

悟

り

に

至

り

得

た

魂

は

、

生
老

病

死

と

そ

れ

に

伴

う

一
切

の
苦

悩

の
輪

廻

か
ら

超

越

す

る

の

で
あ

る
。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
第

五

の
教

義

は

、

「
カ

ル

マ
、
k
a
r
m
a
]　
(
因
)

と

「
フ

ァ
ラ
、

p
h
a
la
]　
(果

)

に

つ

い
て

で

あ

る
。

避

け

る

こ

と

が

で
き

な

い
行

為

の
故

に
、

人

間

個

人

は
各

々
自

ら

の
行

為

の
結

果

に
束

縛

さ
れ

る
。

善

き

行

い

に
は

喜

ば

し

い
結

実

が
あ

り

、

悪

し

き

行

い
に

は
喜

ば

し

か

ら

ぬ

報

い
が

伴

う

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
哲

学

に
よ

れ

ば

、

わ

れ

わ

れ

が

今

日
あ

る
姿

は

わ

れ

わ

れ

の
過

去

の
行

い

の
報

い
で

あ

り

、

ま

た

一
方

、

わ

れ

わ

れ

が
今

行

っ
て

い

る

こ
と

に

よ

っ
て
わ

れ

わ

れ

は

未

来

を

創

造

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

中

に

は
、

「
カ

ル

マ
」

が

人

間

各

自

に

対

し

て
決

定

的

な
影

響

を

及

ぼ

す

の
だ

か

ら

、

未

来

の
運

命

の
鍵

は

人

間

自

ら

の

手

中

に
預

け

ら

れ

て

い
る

の
だ

と

誤

解

し

て

い

る
人

さ
え

い
る

ほ
ど

に
、

こ

の
考

え

方

は

運

命

論

か

ら

は

程

遠

い
。

時

間

に

つ
い

て

の

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
概

念

は
、

直

線

的

で
な

く

循

環

的

で
あ

り

、

宇

宙

に
は

始

め

も

終

わ

り

も

な

く

、

顕

現

と

消
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滅
の
循
環
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

 

(
3
)

人
生
の
理
想
的
段
階
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ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
伝

統

に

よ

れ

ば

、

人

生

は

「
ブ

ラ

フ

マ
カ

リ

ヤ

、　
B
r
a
h
m
a
c
a
「y
a
」

「
グ

リ

ハ
ス

タ

、　
G
r
ih
a
s
th
a
」

「
ヴ

ァ
ナ

プ

ラ

ス
タ
、　
v
a
n
a
p
r
a
s
th
a
]
　
「
サ

ン

i
1
ヤ
サ

、
S
a
n
n
y
a
s
a
J

の

四

つ

の

「
ア
シ

ュ
ラ

マ
、　
A
s
h
r
a
m
a
s
」

(段

階

)

に
分

け

ら

れ

る

。

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

に

お

い
て

は

、

理

想

的

な

寿

命

は
百

年

と

考

え

ら

れ

て
お

り

、

こ
れ

ら

の
段

階

は

各

々

二
十

五
年

ず

つ
を

占

め

る

。

最

初

の

二
十

五

年

間

は

学

生

と

し

て
生

き

、

次

の

二
十

五
年

間

に
は

家

庭

生

活

を

営

み
、

五
十

歳

に
至

る

こ

ろ

に
は

「
ヴ

ァ
ナ

プ

ラ

ス

タ

・
ア

シ

ュ
ラ

ム
、

ぐ
a
n
a
p
r
a
st
h
a
　
A
s
h
r
a
m
」

(準

・
隠

居
)

へ
の

移
行

が

準

備

で
き

て

い

る

べ
き

で
あ

る

と

さ

れ

る

。

そ

し

て

最

後

に
は

、
七

十

五

歳

に

な

っ
た

ら

人

は

社

会

生

活

か

ら

完

全

に
隠

遁

し

、
世
俗

を

断

ち

、

一
切

の
社

会

的

責

任

か

ら

自

ら

を

解

放

し

、

専

ら

霊

的

探

求

に
専

念

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

「
サ

ン

ニ

ャ
t〉,,、　
s
a
n
n
y
a
s
i　J　
(修

道

者

)

に

な

る

こ
と

を

期

待

さ

れ

る

の
で

あ

る

。

こ

の
最

終

段

階

を

「
サ

ン

ニ

ャ

ス

・
ア

シ

ュ
ラ

ム
、　
S
a
n
n
y
a
s　
A
s
h
r
a
m
」

と

呼

ぶ

。

以

上

が

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

に

お

け

る
理

想

的

人

生

コ
ー

ス
で

あ

る

が
、

現
代

の
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

徒

に

は

、

こ

の
理
想

コ
ー

ス
に
従

う

の

は
困

難

な

よ
う

で
あ

る
。

(
4
)

人
生

の
目
標

 

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

に
よ

る
と

、
人

間

に

は

「
ダ

ル

マ
、
O
言

§

O
」

「
ア

ル

タ
、
A
r
th
a
」

「
カ

ー

マ
、
K
a
m
a
」

「
FP
ク

r)
ヤ
、
M
o
k
s
h
a
」

の

四

つ
の
人

生

目

標

が

あ

る

。

「
ダ

ル

マ
」

に

は

、

正

義

、

美

徳

、

倫

理

、

法

規

、

義

務

と

い

っ
た

多

く

の
意

味

が

含

ま

れ

て

い
る

。

「
ア
ル

タ
」

(富

)

は

第

二

の
目

標

で
あ

る
。

お

も

し

ろ

い
こ
と

に
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

で

は
富

に
対

し

て
重

要
性

を

お

い

て

い

る
ば

か

L

 

り
で
な
く
、
そ
の
獲
得
と
利
用
が
広
義
の

「
ダ
ル
マ
」

の
原
則
に

一
致
す
れ
ば
と
い
う
条
件
の
下
で
、
そ
れ
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
。
富
は
不
義
な
る
手
段
で
、
す
な
わ
ち

「
ダ
ル
マ
」
の
基
本
原
理
に
相
反
す
る
よ
う
な
方
法
で
獲
得
す
べ
き
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

第
三
の
目
標
は

「
カ
ー
マ
」

(官
能
的
悦
楽
)
で
あ
る
。
苦
業
者
、
修
道
者
に
と

っ
て
は
肉
欲

の
拒
絶
が
唯

一
の
道
で
あ
る
が
、
家

庭
を
営
む

一
般
の
人
々
に
は
確
か
に
こ
の
方
法
は
適
切
で
は
な
い
た
め
、
こ
の

「
カ
ー
マ
」
の
概
念
を
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
エ
ー
ト

ス

の
中
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
と

っ
て
、
最
終
目
標
は

「
モ
ク
シ
ャ
」
す
な
わ
ち
、
苦
悩
、
老
衰
、
そ
し
て

究
極
的
に
は
死
そ
の
も

の
か
ら
の
解
放

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
サ
ム
サ
ー
ラ
、　
sam
sara
」

(輪
廻
転
生
)
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
霊

的
段
階
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
と
死
の
両
方
か
ら
超
越
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

セ ッシ ョンWヒ ン ドゥー教部門

(
5
)

「
ア
ヴ

ァ
タ
ラ

(権
化
)
」

の
思
想

 

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の

も

う

一
つ

の
重

要

な

考

え

方

と

し

て

、

「
ア

ヴ

ァ
タ

ラ
、　
a
v
a
ta
r
a
」
、

つ
ま

り

、

神

が

人

間

の
形

を

と

っ
て

顕

現

す

る

と

い
う

「
権

化
」

の
思

想

が

あ

る
。

時

は

循

環

す

る

と

考

え

る

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

で
は

、

過

去

に

お

い

て
も

無

数

の

「
権

化

」

が

あ

っ
た

し

、
ま

た

未

来

に
も

無
数

の

「
権
化

」
が

続

く

で
あ

ろ
う

と
考

え

る

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の

最

も

聖

な

る

経

典

「
ギ

ー

タ

ー
、

G
it
a
」

を

見

る

と

、

ク
リ

シ

ュ
ナ
神

自

身

も
、

弟

子

ア
ル

ジ

ュ
ナ

(〉
「
ju
n
a
)
に

対

し

次

の

よ
う

に
語

っ
て

い
る

。

「
正

義

が

衰

え

不

義

が

台

頭

す

る

と

き

に
は

、

バ

ラ
タ

(B
h
a
r
a
ta
)　
よ

、

そ

の
と

き

に

は
必

ず

私

が
自

ら

こ

の
地

上

に

現

れ

よ

う

。

善

を

護

り

、

邪
悪

を

行

う

者

ど

も

を

破

壊

し

、

そ

し

て

正

義

を

再

建

す

る

た

め

に

、

私

は
代

々

に
現

れ

よ
う

。
」

(バ

ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー

タ

ー
、

W

/

七

～

八
)
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経
典
に
お
い
て
、
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ド
の
教
え
が
森
林
の
静
寂
を
設
定
し
て
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
バ
ガ
ヴ

ァ
ッ
ド

.
ギ
ー
タ
ー

の
教
え
は
戦
場
を
設
定
し
て
描
か
れ
る
。
ク
リ
シ

ュ
ナ
と
ア
ル
ジ

ュ
ナ
の
師
弟
は
、
戦
い
の
ラ
ッ
パ
と
叫
び
声

の
真

っ
た
だ
中
で
、

形
而
上
学
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
対
話
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
弟
子
の
ア
ル
ジ

ュ
ナ
は
、
突
然
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
自
分
の
親
族
や

恩
師
た
ち
が
自
分
に
敵
対
し
て
並
ん
で
い
る
光
景
に
驚
き
慌
て
、
そ
の
苦
し
み
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
危
機
的
状
況
に
瀕
し

て
、
彼
は
師
ク
リ
シ

ュ
ナ
神
に
正
し
い
道
を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
す
る
。
自
ら
の
親
族
や
友
人
た
ち
と
殺

し
合
う
な
ど
、
彼
に

は
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド

・
ギ
ー
タ
ー
の
対
話
の
設
定
は
、
こ
の
よ
う
に
現
実
の
人
間
の
苦
境
に
類
似
し

て
い
る
。
今
日
の
人
間
は
深
刻
な
る
内
的
葛
藤
の
た
だ
中
に
あ
る
。
こ
の
人
生
の
戦
場
に
お
い
て
こ
そ
、
正
し

い
導
き
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
「ギ
ー
タ
ー
」
経
典
の
内
容
は
、
特
に
現
代
の
人
間
に
訴
え
る
べ
き
内
容
を
持

っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
特
に
注
記
す
べ
き
こ
と
は
、
ク
リ
シ

ュ
ナ
神
は
、
「
ギ
ー
タ
ー
」
経
典
に
お
い
て
可
視
、
不
可
視

の
形
式
を
超
越
し
て
、

畏
敬
す
べ
き
尊
厳
に
満
ち
た
神
的
存
在
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
は
、
ア
ル
ジ

ュ
ナ
の
願

い
に
応
え
、

彼
に
神
的
姿

へ
の
変
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

「天
の
眼
」
を
与
え
た
。
「ギ
ー
タ
ー
」
経
典
の
中
の
神
概
念
は
、
非
人
格
的
な
概

念
で
は
な
く
、
神
的
な
威
厳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
人
格
的
概
念

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
第
十

一
章
で
ク
リ
シ

ュ
ナ
神
は
、
ア
ル

ジ
ュ
ナ
の
前
に
そ
の
神
的
姿
を
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
全
宇
宙
を
包
含
し
な
が
ら
も
、
そ
の
顕
現
の
背
後

に
は
静
寂
が
含
ま
れ

た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
光
景
は
、
天
空
に
数
千
の
太
陽
が

一
斉
に
昇
っ
た
か
の
ご
と
き
、
光
明
溢
れ
る
様
子
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。「

ア
ヴ

ァ
タ
ラ
、　
av
atar
a」

(権
化
)
の
概
念
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
支
配
的
で
あ
る
。
最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
十
体

1

 

の

「
ア
ヴ

ァ
タ

ラ
」

だ

が

、

そ

の
中

の
第

九

番

目
は

、

奇

妙

な

こ
と

に
仏

陀

な

の

で
あ

る

。

仏

陀

は

経

典

の
中

に
推

薦

品

的

な

形

で

は

現

さ

れ

て

い
な

い
が

、

仏

陀

の
包

含

は

、

異

教

さ

え

も

吸

収

し
得

る

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
包

容

力

の
大

き

さ
を

示

し

て

い
る

。

仏

陀

の
名

声

と

影
響

力

が

あ

ま

り

に

偉

大

で
、

彼

を

無

視

す

る

こ
と

は
と

て
も

で
き

な

か

っ
た

ら

し

く

、

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

の
神

々

の
中

に

包

含

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た

の

で

あ

る

。

仏

陀

が

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
十

大

権

化

神

の
中

に

入

っ
て

い
る

の

で
、

彼

は

今

日

も

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

徒

に
も

崇

拝

さ

れ

て

い
る

。
実

際

、
イ

ン
ド

に
お

い

て
は

仏

教

徒

の
数

は

少

な

い

(最

近

は

ア

ム

ベ

ッ
カ

ー

ル
博

'H
　
"
D
r
.

A
m
b
e
d
k
a
r
"　
の
改

宗

に

よ

っ
て

増

大

し

た

)

が

、
動

物

献

祭

な

ど

の
殺

生

の
習

慣

に
対

す

る

強

い
非

難

と

い

っ
た

形

で

、

仏

陀

の

教
え

の
多

く

が

、

今

日

の

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

徒

に

影
響

し

は

じ

め

て

い
る

。

セッションWヒ ン ドゥー教部門

(
6
)

偉
大
な
魂

の
出
現
と
内
的
活
力
の
保
全

 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
常
に
、
宗
教
の
道
を
志
し
神
的
な
何
か
を
体
現
す
る
人
々
に
対
す
る
畏
敬
の
心
を
保

っ
て
き
た
。
学
究
者
た
ち

も
尊
敬
さ
れ
、
支
配
者
た
ち
は
恐
れ
ら
れ
る
が
、
真
の
尊
崇
は
、
運
命
の
輪
廻
か
ら
脱
し
不
滅
の
境
地
に
至
る
た
め
に
宗
教
の
道
を

歩
む
者
に
の
み
向
け
ら
れ
る
。
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
が
各
々
の
時
代
に
聖
人
の
魂
を
数
多
く
生
み
出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ

き
事
実
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
代
々
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
活
力
を
保
ち
続
け
て
き
た
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
偉

大
な
魂
は
、
そ
の
霊
的
悟
り
の
輝
か
し
い
力
を
も
っ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
内
的
活
力
を
保
全
し
続
け
、
ま
た
災
難
や
試
練
の
と
き
に

は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
社
会
を
復
興
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
し
も
こ
の
よ
う
な
偉
大
な
宗
教
的
指
導
者
た
ち
が
出
現
し
て
い
な
か

っ

た
ら
、
真
に
地
の
塩
た
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
も
、
度
重
な
る
厳
し
い
迫
害
の
中
で
、
既
に
こ
の
地
上
か
ら
消
滅
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
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ヒ

ン

ド

ゥ

|

教

に

は

、

シ

ャ

ン

カ

・フ
チ

。

リ

。

(S
h
a
n
k

a
r
a
c
h
a
r
y
a
)
を

は

じ

め

と

す

る

偉

大

な

教

師

ヲ

カ

リ

・

、　
a
c
a
r
y
a
s
L

が
出
現
し
、
神
や
人
間
の
魂
、
世
界
に
つ
い
て
の
独
自
の
理
論
を
鯖

し
た
。
彼
ら
は
各
姦

自
の
学
派
を
形
成
し
・
お
互
い
に
論

争
を
展
開
し
た
こ
と
も
あ

。
た
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
義

の
根
幹
と
し
て
の
神
聖
な
る
も
の
へ
の
畏
敬
・
献
身
と
い

う
業

姿
勢
は
常
に

保

た

れ

て
き

た

。

 

(
7
)

三
大
神

と
そ

の
権
化

、
お
よ
び
女
神

た
ち

180

　
般

的

な

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

信

仰

は

、

シ

ヴ

ァ
神
、

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
神

な

ど

の
三

大

神

と

そ

の
権
化

と
女

神

た

ち

を

中

心

に
展

開

さ

れ

る

。

シ

ヴ

ァ
神

は

、

森

羅

万

象

の
北
目
後

に
あ

る
創

造

的

な

力

を

力

強

く

象

徴

す

る

「
リ

・
ガ

ム
、

lin
g
a
m
]

と

と

も

に

・

止

む

こ
と

な

く

崇

拝

さ

れ

て

い
る

。

シ

ヴ

ァ
神

は

ま

た

、

宇

宙

的

な

ダ

・

サ

∴

ナ

タ

ラ

ジ

・
、

N
a
ta
r
aj
a
O

と

し

て

も

崇

拝

さ

れ

る

・
彼

の

踊
り
は
、
幾
百
万
と
い
う
世
界
が
瞬
間
ご
と
に
消
滅
し
、
幾
百
万
と
い
う
新
し
い
世
界
が
現
れ
な
が
ら
、
塗

遅
の

リ
ズ
ム
の
極
み
に

向
か
。
て
い
く
と

い
う
宇
宙
的
な
輪
廻
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
破
壊
の
シ
ヴ
・
神
と
造
者
の
ブ
ラ
フ
マ

ン
神
と
守
護
の
ヴ
・

シ

ュ
ヌ
神
は
、
三
体
の
異
な

っ
た
神
で
は
な
く
、

一
つ
の
神
的
存
在
の
三
つ
の
側
面
で
あ

る
こ
と
に
注
記
さ
れ
た
い
。

イ
。
ド
に
お
い
て
宗
教
的
献
身
の
模
範
と
な

・
て
い
る
の
は
、
幾
多
の
肉
体
を
持

・
て
顕
現
し
た
女
神
で
あ

る
・
こ
の
女
神
は
・

シ

ヴ

ァ
神

の
妻

パ

ル
ヴ

ァ

テ

ィ

(勺
・
・
豊

、

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

の

妻

・

ク

t)　
・
rtt
(L
a
k
s
h
m
i)
、

ラ

↓

神

の
妻

シ

|

タ

(S
it2
)
・

ク

リ

シ

ュ
ナ

神

の

妻

ラ

ッ
ダ

(R
a
d
h
a
)

と

し

て
崇

拝

さ

れ

て

い
る

が

、

こ

の
女

神

は
、

た
だ

単

に

神

の
妻

と

し

て
崇

拝

さ

れ

て

い

る

の
で
は
な
く

美
と
力
の
本
質
と
し
て
の
彼
女
の
特
権
に
お
い
て
崇
拝
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
・
例

え
ば
・
+
八
本
の
腕

を
持
ち

 獅
子
に
乗
り
悪
魔
の
群
れ
を
あ
た
か
も
藁
の
ご
と
く
に
散
ら
し
て
い
く
女
神
ド
・
ル
ガ
(。

=
豊

、
死
体

の
上
に
立
ち
自
ら
の
肉
欲

」

の
敵
の
血
を
す
す
る
恐
怖
の
裸
身
女
神
力
～
リ
(K
ali)
、
芸
術
、
詩
歌
、
音
楽

の
女
神
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
学
識
と
知
恵
を
司
る
女

　
　

　

神

サ

ラ

ス

ワ

テ

ィ

(S
a
r
a
s
w
a
ti)　
な

ど

で

あ

る

。

シ

ヴ

ァ
や

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
や
女

神

た

ち

に

加

え

て
、

ほ
か

に
も

今

日

に
至

る
ま

で

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

徒

に
と

っ
て
献

身

と

信

仰

の
対
象

と

な

っ
て
き

た

幾
多

の
神

的

存

在

が

あ

る
。

そ

の
中

で
も

最

も

代

表

的

な

も

の

は
、

障

害

を

取

り

除

い
て
く

れ

る
と

い
う

象

の
頭

を

ノ

 持

つ
ガ

ネ

シ

ャ

(G
a
n
e
s
h
a
)

神

で

あ

る
。

こ

こ

で
注

記

す

べ
き

は

、

こ

う

い

っ
た

さ

ま
ざ

ま

な

神

々

を

崇

拝

す

る

と

し

て
も

、

そ

の
崇

拝

は

決

し

て

相

互

に

排

除

的

に

は

な

ら

な

い
と

い
う

こ
と

で

あ

る

。

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

徒

は
各

々

「
イ

シ

タ

・
デ

ヴ

ァ
タ

、

Is
h
ta
-d
e
v
a
ta
」

と

呼

ば

れ

る
独

特

の
家

庭

神

を

祭

り

、

毎

日

の

祈

禧

の
中

で

は

三

、

四

の
違

っ
た
神

々

に

祈

り

、

ま

た

寺

院

を

訪

れ

れ

ば

、

ど

の
ご

神

体

に

も

供

え

物

を

捧

げ

る

の

で
あ

る

。

セッションWヒ ン ドゥー教部門

(
8
)

瞑
想
の
た
め
の
象
徴

ま
た
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、
瞑
想
の
た
め
に
何
ら
か
の
象
徴
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な

い
。
中
で
も
最

も
重
要
な
の
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
可
聴
可
視
的
象
徴
と
し
て
経
典
に
も
書
か
れ
、
象
徴
の
極
み
と
さ
え
評
価
さ
れ
て
い
る

「
オ
ー
ム
、

O
m
」
(と

い
う
音
)

で
あ
る
。
こ
の
象
徴
的
な

「
オ
ー
ム
」
の
音
の
上
に
な
さ
れ
る
瞑
想
は
ヨ
ガ
の
重
要
な

一
面
で
あ
り
、
こ
の
言

葉
は
全
世
界
に
お
い
て
最
近
大
変
な
流
行
に
も
な

っ
た
。
仏
教
徒
ま
で
が
こ
の
象
徴
を
仏
陀

へ
の
祈
り
の
中
に
用
い
て
い
る
の
で
あ

す

　

 る
。

ヨ
ガ

そ

の
他

の
哲

学

体

系

を

問

わ

ず

、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
重

要

な

側

面

の

一
つ
に

、

「
グ

ー

ル

ー
、

°q
a
r
a
」

(導

師
)

の
優

先

的

尊
重

の
原

則

が
あ

る

。
両
親

は
肉

的

生

命

を

与

え

る
だ

け

で
あ

る

の
に

対

し

て
、
「
グ

ー

ル

ー
」
は

も

っ
と

重

要

な

霊

的

生

命

を

与

え

、

そ

れ

に

よ

っ

て

の

み
各

自

の
宇

宙

的

宿

命

を

成

就

す

る

こ

と

が

で

き

る

か

ら

で
あ

る
。

「
グ

ー

ル
ー

」

は

神

の
権

化

の

よ

う

に

崇

拝

181



さ
れ

る
。

182

(9
)

「
バ
ク
テ

ィ
」
運
動

の
出
現

イ
ス
.フ
ム
教
の
支
配
は
ヒ
。
ド
ゥ
贔

を
激
し
篁

口し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
下
か
ら

「
バ
ク
テ
ィ
・
切
喜

芒

鞭
鰯
躍
憺
難
鰯
縫
藷

躍
鴻
饅
薪
蕪
舞
護

鴻

ト
証叩
で
の
み
説
か
れ
た
の
に
対
し
て
、

、・
の
新
し
い
覇

は
、
伝
統
に
固
執
・
て
い
た
保
守

的
バ
ラ
モ
ン
の
し
き
た
り
を
打
破
し
、

三

に
初
め
て
、
聖
な
る
璽

日
詠
者
た
ち
の
託
轡日

示
地
方
の
言
語
や
方
言
で
語
ら
れ
た
・
古
典
的

・
・
ド
ー

教
の
マ
イ
ナ
ス
要
素

と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
頑
迷
な
カ
よ

ト
制
度
や
タ
Z

対
・
て
、
・
の
覇

は
革

命
的
挑
戦
を
し
た
の
で
あ
る
・
、」
れ
ら
の

聖
な
る
歌
手
た
ち
は
社
△云
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
か
ら
出
現
し
、
中

に
は
イ
ス
・
ム
教
徒
や
女
性
ま
で
含
ま
れ
て
い
た
・
彼

ら
の
託
宣
は
、

社
会
階
層
や
性
別
を
問
わ
ず
広
く

一
般
大
衆
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

の舞

鯖
寵

㌶

聾

‥鷺
餐
魏

饗

請

加鑛

舶饅

懸

躊

讐

譲
離

麩鰯藪

轄
罐
藷

稟
擁
響
熾露

舞

れ
た
と
き
、そ
。
に
あ

っ
た
の
は
死
体
で
は
な
く

そ
れ
は

面

の
花
で
あ

・
た
・
そ
れ
で
双
方
が
そ
の
花
を
分
け
合

い
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー

 教
徒
は
持
ち
去

っ
た
半
分
の
花
を
手
厚
美

葬
に
・
、

イ
ス
・
ム
教
徒
も
劣
ら
ず
手
厚
く
埋
葬
し
た
と

い
え

」

 

セ ッションVIヒ ン ドゥー教部門

「
バ

ク

テ

ィ
」

運

動

は
偉

大

な

文

学

者

を

も

生

み

出

し

た

。

特

に

重

要

な

の
は

、

『
ラ

マ
チ

ャ
リ

タ

・
マ
ナ

sK
』　
(R
a
§
a
ch
a
rita
-

§
§

§
)

の
著

者

で
あ

る

ト

ゥ

ル
シ

ダ

ス

(T
u
ls
id
a
s
)
と

、

ク
リ

シ

ュ
ナ
神

を

た

た

え

る
美

し

い
詩

を

詠

じ

た

ス

ル

ダ

ス

(○っ
日

合

ω
)

の
二

人

で

あ

る

。

二

人

と

も

他

の

聖

人

た

ち

と

と

も

に

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
地

位

を

大

い
に
高

め

た

。
事

実

、

「
バ

ク

テ

ィ
」

運

動

は

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

の
活

力

を

盛

り

上

げ

、

信

徒

た

ち

を

し

て
移

り

変

わ

る

環

境

の

中

で

永
遠

の
真

実
を

再
究

明

、

再

評

価

す

る

こ
と

を

可
能

に

し

た

の

で
あ

っ
た

。

南

イ

ン
ド

の

-R
ナ

タ

'X　'R
　(K
a
n
a
ta
k
k
a
)　
で
は

、

偉

大

な

聖

人

プ

ラ

ン

ダ

ラ

ダ

サ

(勺
ξ

9

匿

「
a
d
a
s
a
)

が

神

の
栄

光

を

讃

詠

し

、

多

く

の
追

従

者

を

得

た

。

ベ

ン
ガ

ル
地

方

で
は

、

詩

聖

ジ

ャ
ヤ

デ

ヴ

ァ

(J
a
y
a
d
e
v
a
)
が

、

古

典

時

代

以

後

の
サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト

語

の

傑

作

を

、

ク

リ

シ

ュ
ナ

神

の
物

語

に

つ

い
て

の
彼

の
詩

「
ギ

ー

タ

ー

・
ゴ

ヴ

ィ

ン
ダ
、

O
「け甲
O
o
く
in
d
a
]

の
中

に
残

し

た

。

特

に

優

れ

た

聖

`
〈
チ

ャ
イ

タ

t
I
ヤ

(C
h
a
ita
n
y
a
)

は

「
マ

ハ
プ

ラ

ッ
プ

、
M
a
h
a
p
r
a
b
h
u
」

(偉

大

な

る

主

)

と

呼

ば

れ

、
信

奉

者

た

ち

か

ら

は

ク

リ

シ

ュ
ナ
神

の
化

身

と

見

な

さ

れ

た

が

、
彼

は

ベ

ン
ガ

ル
地

方

で

「
ヴ

ァ
イ

シ

ュ
ナ

ヴ

ァ
、
く
巴
筈

冨

く
巴

運

動

を

始

め

た

。

彼

の
運

動

の
特

徴

は

、

村

か

ら
村

へ
町

か

ら
町

へ
と

巡

っ
て

い

っ
た

献

身

的

信

徒

の
合

唱

隊

「
キ

ル

タ

ン
、

亘
「
ta
n
s
」

で

あ

っ
た

。

合

唱

に
参

加

し

た

人

は

、

法

悦

の
境

地

に
投

じ

ら

れ
、

ク

リ

シ

ュ
ナ
神

の
栄

光

に
接

し

た

の

で
あ

る

。

西

イ

ン
ド

の

マ

ハ

ラ

ス

ト

ラ

(M
a
h
a
r
a
st
r
a
)
で

は
、

ト

ゥ
カ

ラ

ム

(T
u
k
a
r
a
m
)

と

ジ

ュ
ナ
ネ

シ

ュ

ワ

ル

(言
9

①
筈

≦
9
)
の

二

人

の
聖

人

も

「
バ

ク

テ

ィ
」

運

動

に

影

響

を

与

え

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
復

興

に

貢
献

し

た

。

「
バ

ク

テ

ィ
」

運

動

の
偉

大

な

女

性

聖

人

と

し

て

は
、

年

若

く

し

て

ウ

ダ

イ

プ

ー

ル

の

ラ

ナ

(th
e　
R
a
n
a　
o
f　
U
d
a
ip
u
r)　
に

嫁

し

た

ラ

ー

ジ

プ

ー

ト

族

の

王

女

ミ

ラ

バ

イ

(M
ir
a
b
a
i,　
a　
R
a
jp
u
t　
p
r
in
c
e
s
s
)
が

い

る
。

彼

女

は
ま

だ

幼

少

の

こ

ろ

に

ク

リ

シ

ュ
ナ

神

へ
の
信

奉

を

始

め

、

献

身

を

誓

っ
て

い
た
。

結
婚

後

も

彼

女

は
昼

夜

ク

リ

シ

ュ
ナ

神

へ
の

信

仰

に

務

め

た

た

め

、

か
え

っ
て
夫

の

不
満

を

買

い
、

夫

は
彼

女

を

毒

殺

し

よ
う

と

ま
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で
、
た
.
、
か
し
ク
,
シ

。
ナ
神
の
恵
み
に
よ
吹

彼
女
が
主
な
る
神
の
像
の
前
で

法
悦
に
満
ち
て
踊
る
う

ち
に
・
そ
の
杯
の
毒
は

蜜
に
変
わ
。
た
と

い
え

そ
の
後
・
、
・フ
バ
イ
は
世
俗
の
生
活
を
捨
て
、

イ
・
ド
全
土
を
巡

・
て
・
自
ら
の
甕

た
美
し
い
曲
を
歌
い

歩
い
た
。
彼
女
の
曲
は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
誠

の
中
で
も
最
も
感
動
的
で
敬
髪

曲
の
中
に
数

え
ら
れ
て
い
る
・

。
の
、
う
に
彼
ら
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
訣

の
歴
史
の
中
で
最

も
困
難
な
時
代
に
、
イ
・
ド
全
土
か
ら
湧
き
起
三

て
・
壮
大

垂

な

る
歌
曲
を
轟
か
せ
た
の
で
あ
る
.
そ
れ
ら
は
、
偉
大
な
ヴ
ェ
歩

の
真
理
、
す
な
わ
三

7

↓

・
L
三

ブ
ラ
フ
マ
ン
三

一

裡

す
な
わ
ち
神
空

如
に
つ
い
て
、
庶
民
的
な
用
語
で
裏

現
さ
れ
、
そ
の
福
音
は
…

ド
・
誠

徒
の
大
多
数
が
住
ん
で

い
た
最
も
小
さ
な
寒
村
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。

 

三

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

の
復

興

(1
)

暗
黒
の
時
代
か
ら
の
復
活

184

㌦

ン
ド

ゥ
,
教
の
歴
峯

体
を
あ
る
角
度
か
ら
見
る
と
、
常
に
挑
戦
・
応
戦
の
行
程
で
あ

・
た
・
見
…

が
で
き
る
・
英
国
人

カ
イ
ン
ド
に
来
た
と
き
に
は
、
。
。
ド
ゥ
義

は
恐
ら
≦

取
も
衰
退
・
た
時
代

に
至

・
て
い
た
と
い
え
る
・
あ
ら
ゆ
る
迷
信
や
妄
動

が
宗
教
の
名
を
装

っ
て
氾
濫
し
、
カ
よ

ト
制
度
の
手

は
あ

ま
ξ

籍

化
・
・
ヒ
ン
ド
・
|
教
社
会
は
大
変
な
危
機
と
衰
退

 に
瀕

し

て

い
た

。

葦

の
此日
に
は
、
ア
。ン
ァ
の
四
方
に
壺・謡

を
派
遣
し
た
ヒ
ン
ド
・
誠

だ

・
た
が
、
当
時
は
・
そ
の
本

国
の
宗
教
伝
統
を
再

 建

純
化
す
る
た
め
に
、
逆
に
戻

っ
て
き
て
義

る
・
と
を
願
わ
ざ
・
を
得
奪

な

・
て
い
た
・
女
性
た
ち
は
集
団
家
族
制

の
中
で

 

道
徳
の
奴
隷
と
化
し
、
中
で
も
未
亡
人
た
ち
に
対
す
る
扱

い
は
残
酷
を
極
め
た
。
ま
た
神
学
的
に
も
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
思
想
の
背

後
に
あ
る
偉
大
な
ヴ

ェ
ー
ダ
の
真
理
は
、
迷
信
や
妄
動
の
氾
濫
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
実
際
、
当
時
は
イ
ン
ド
の
歴

史
上
、
最
も
暗
黒
の
時
代
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
つ
い
に
そ
の
霊
的
活
力
を
枯
渇
さ
せ
、
西
洋
物
質
主
義

の
新
た
な
攻
勢
に
直

面
し
て
、
徐
々
に
消
滅
し
て
い
く
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。し
か
し
ま
た
こ
こ
で
も
復
活
の
奇
跡
が
起
こ
り
、ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
社
会
は
、
死

に
瀕
し
て
い
た
生
命
の
火
花
を
輝
か
し
い
宗
教
的
洞
察
を
も

っ
て
再
燃
せ
し
め
た

一
連
の
優
れ
た
人
物
た
ち
を
輩
出
し
た
の
で
あ
る
。

セ ッシ ョンWヒ ン ドゥー教部門

(
2
)

キ

リ

ス
ト
教

の
影
響

下
で

の
大

運
動

 

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
社

会

的

改

革

と

文

化

的

復

興

の
大

運

動

の
先

頭
を

切

っ
た

の

は
、

ベ

ン

ガ

ル
地

方

で
あ

っ
た

。

近

代

イ

ン
ド

の

父

と

評

さ

れ

、
す

ば

ぬ

け

た

知

性

を

持

っ
た

ラ
ジ

ャ

・
ラ

ム

・
モ

ハ
ン

・
ロ
イ

(R
a
ja
　R
a
m
　
M
°
h
a
n
　
R
°
S

一
七

七

二
～

一
八

三

三
)

は
、

ベ

ン
ガ

ル

に
英

国

式

の
中

等

学

校

を

創

設
す

る

に

お

い
て
指

導

的

役

割

を

果

た

し
、

一
八

二

八
年

に

「
ブ

ラ

フ

マ

・
サ

ッ
バ
、

B
r
a
h
m
a
S
a
b
h
a
」

を

創

設

し

た

。

こ

の
団

体

は

後

に

、
後

継

者

デ

ィ
ヴ

ェ
ン

ド

ゥ
ラ

ナ

ト

・
タ

ゴ

ー

ル

(D
e
v
e
n
d
r
a
n
a
th
　
T
a
gq
o
r
e
)

の
指

導

の
下

に

、

「
ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー

ジ
」

を

設

立

し

、

そ

れ

と

そ

の
支

派

は
皆

、

偶

像

崇

拝

や

「
サ

テ

ィ
、

しっ
巴

」

(夫

の
火

葬

の
と

き

に
妻

を

強

制

的

に
火

葬

壇

の

上

で

共

葬

す

る

と

い
う

風

習
)

と

い

っ
た
悪

習
を

強
く

攻

撃

し

た

。
特

に

カ

シ

ャ
ブ

・
チ

ャ

ン

ド

ラ

・
セ

ン

(K
a
s
h
a
b
　
C
h
a
n
d
r
a　
S
e
n
)
を

代

表

と

す

る

こ

の
運
動

の
指

導

者

た
ち

は

、

英

国

の
支

配

の

下

で
活

発

な

運

動

を

展

開

し

て

い
た

キ

リ

ス
ト

教
宣

教

師

の
方

式

に

少

な

か

ら

ぬ

感

化

を

受

け

て
お

り

、

彼

ら

が

催

し

た

祈
禧

会

の
多

く

は

、

キ

リ

ス
ト

教

会

の

活
動

を

模

範

と

し

た
も

の
で
あ

っ
た

。

「
ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー

ジ
」

の
影

響

の

下

に

さ

ま

ざ

ま

の
他

の
運

動

が

展

開

さ

れ

、

中

で

も

ブ

ラ

ヴ

ァ

ツ
キ

イ
夫

人

(ζ
匿

印
ヨ
ゆ

185



纈謬

譲

謬
川纈鐵
‥纈
撰

撚
護
擶

磐
請
霧

の難
雛
議

藷
彊
舞
肩讐

舞

雛

緊

躊
幾

縫

読

舗

拗
‥
巖

耀

し
で
-
ら
の
、豆か
な
文
化
的
遺
産
に
芒

て
新
た
な
再

(3
)

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教

の
伝

統
的
真

理

の
再
評
価

186

。

。
ド

ゥ
,
教

復

興

の

主

人

公

は

、

天

七

五

年

に

〒

リ

・

・
サ

了

ジ

、

A
ry
a
S
a
m
a
jL

を

創

設

し

た

ス

ワ

ミ

゜
ダ

ヤ

聾

藷

曇

鴎
葺

禧
リ㌦
廼

繕

曇

饅
難
餐
護

 
ス
ワ
ミ

.
ダ
ヤ
ナ
ン
ド
は
、
ヴ

ェ
,
ダ
時
代
の
原
始
ヒ
・
ド
ゥ
惑

純
粋
な
信
仰
に
帰
・
べ
き
で
あ
る
と
熱

心
に
主
張
し
・
「
プ

.フ
、
ナ
」
琴

な
ヴ

エ
,
ダ
時
代
以
後
の
ヒ
・
ド
ゥ
褻

典
を
批
判
し
た
.
彼
は
ま
た
・
爆

崇
拝
亨

ス
ト
階
級
制
度
を

非
難
す

る

妻

兀
全
な
男
女
孝

を
唱
導
し
て
、
女
子
教
育

を
強
調
・
た
広
範
囲
の
教
育
轟

を
展
開
し
・

ま
た
不
可
鍵

民
階

繍

熱

彗

+
字
軍
活
動
を
始
め
三

ア
ー
リ
ャ

・
サ

マ
↓

ン
L
運
貿

イ
・
査

連

の
教
奮

を
創
設
す
る
-
い

復

興

運

動

の

他

の

指

導

者

と

し

て

は

、

ス

リ

・
ラ

ム

ク

リ

シ

ュ
ナ

・
パ

ラ

マ

・

ハ

ン

r-〈
(S
r
i
R
a
m
k
r
is
h
n
a
P
a
r
a
m
a
H
a
n
s
,　

1

八

三

六

～

一
九

〇

二

)
、

ス

ワ
ミ

・
ヴ

ィ

ヴ

ェ
カ

ナ

ン
ド

(の
乏
゜
目

≦

く
m
ざ

コ
馨

P

一
八

六

三

～

一
九

〇

二
)
、

ス

リ

・
ラ

マ

ン

・
マ

ハ
ル

シ

(S
r
i　
R
a
m
a
n
　
M
a
h
a
r
s
h
i,　

1
八

七
九

～

一
九

五

〇
)
、

ス
リ

・
ア

ウ

ロ
ビ

ン
ド

(S
r
i
A
u
ro
b
in
d
o
,　

1　
八

七

二

～

一
九

五

〇
)
、

マ

ハ
ト

マ

・
ガ

ン
デ

ィ

ー

(M
a
h
a
t
m
a
　
G
a
n
d
h
i,　

1
八

六

九

～

一
九

四

八
)

が

い
る

。

こ

れ

ら

の
人

々
は

い
ず

れ

も

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

の
伝

統

の
革

新

か

ら

抽

出

さ

れ

た

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

経

典

の
永

遠

の
真

理

を

、
彼

ら
独

自

の
卓

越

し

た

学

識

に

よ

っ
て
再

評

価

し

た
。

ス
リ

・
ラ

ム

ク

リ

シ

ュ
ナ

は

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

は
、

新

し

い
教

育

を

受

け

た

知

識

人

た

ち

が

考

え

は

じ
め

て

い

る
よ

う

な

、

死

に

絶

え

つ

つ
あ

る
宗

教

な

ど

で

は

決

し

て
な

く

、

霊

的

活

力

の
尽

き

る

こ
と

の
な

い
泉

で
あ

る

こ
と

を

示

し

た

。

,

セ ッションWヒ ン ドゥー教部門

(
4
)

世
界

に
向
け

て
の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教

の
再
主
張

 

ス

リ

・
ラ

ム

ク
リ

シ

ュ
ナ

の
弟

子

で
あ

り

、
並

は

ず

れ

た

学

識

を

持

っ
た

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

僧

侶

ス

ワ

ミ

・
ヴ

ィ
ヴ

ェ
カ

ナ

ン
ド

は

、

}
八

九

三

年

に

米

国

シ

カ

ゴ

で

開

催

さ

れ

た

宗

教

議

会

(th
e
　P
a
「
lia
m
e
n
t　
o
f　
R
e
lig
io
n
s
)　
に

お

い

て
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

が

提

供

す

る
価

値

に

つ

い

て
再

主

張

す

る

こ
と

に
成

功

し

た

。
彼

は

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

の
教

義

を

世

界

の
現

状

と

い
う

観

点

か
ら

再
表

現

し

、

神

に
神

性

が

あ

る

の

み
な

ら

ず

、
人

間

に
も

生

来

の
神

性

が

賦

与

さ

れ

て

い

る

こ
と

を

再

認

識

し

た

の

で
あ

る
。
彼

の
教

え

の
特

徴

は

、

社

会

へ

の
働

き

か

け

、

す

な

わ

ち

貧

困

、

虐

待

、

病

苦

、

飢

餓

に
苦

し

む

人

々

へ
の
奉

仕

を

強

調

し

た

こ
と

に
あ

る

。

「
空

腹

に

苦

し
む

人

々

に
宗

教

を

説

く

こ
と

は

罪

で
あ

る

。

神

が

イ

ン
ド

の

大
衆

の
前

に
現

れ

る

こ
と

が

で
き

る
と

す

れ
ば

、

そ

れ

は

唯

一
、

パ

ン
を

も

っ
て

の

み

で
あ

る
」

と

い
う

彼

の
残

し

た
名

言

は

有
名

で
あ

る
。

霊
的

生
命

の
優

位

性

を

強

調

し

た
彼

は

、

内

的

宗

教

的

力

の

み

が
イ

ン
ド

を

物

質

的

、
知

性

的

、

霊

的
束

縛

か

ら
解

放

す

る

こ
と

が

で
き

る
と

説

い
た

。

ヴ

ィ

ヴ

ェ
カ

ナ

ン

ド

は

ま

た

、

す

べ

187



て
の
宗
教
は
本
質
に
お
い
て
は

一
つ
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

(5
)

自
己
認
識

の
探
求

、
お
よ
び
精
神
的
民
族
主
義

ス
リ

.
ラ

マ

ン

.
マ
ハ

ル
シ

の
教

え

は

、

ヴ

ェ
ー
ダ

ン

タ
哲

学

に

お

け

る
自

己

認

識

の
行
程

を
説

明

し

て

い
る

。

彼

は

、

自

己

認

識

の
探

求

こ
そ

が
宗

教

的

努

力

の
中

心

で
あ

る

と

し

、

霊

的
内

省

の

プ

ロ
セ

ス
を

大

い
な

る
慈

愛

を

も

っ
て
説

明

し

た

。

素

晴

ら

し

い
精

神

と

深

い
霊

力

に

恵

ま

れ

た

ス
リ

・
ア

ウ

・
ビ

・
ド

・
ゴ

↓

・
(の
「
i
A
u
r
o
b
in
d

o
G
h
o
s
h
)

の
名

も

・

こ

の
輝

く

導

師

た

ち

に

加
え

ら

れ

て

い

る
。

他

の
民

族

的

指

導

者

た

ち

と

と

も

に

、

彼

は

イ

ン
ド

に

お

け

る

民

族

解

放

運

動

に
閑

心
を

払

っ

た

。
彼

の

政

治
哲

学

は

精
神

的

民

族

主

義

と

呼

ば

れ

た

。

彼

は

、

個

人

の
救

済

に

つ

い
て

の
伝

統

的

な

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

の
考
え

方

は

拒

絶

し

な

が

ら
も

、

民
族

全

体

へ
の
意

識

に

力

点

を

お

い
た

側

面

の

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

の
伝
統

を

強

調

し

た

。

(
6

)

マ

ハ

ト

マ

・
ガ

ン

デ

ィ

ー

イ

ン
ド

と

い
う

舞

台

に

最

後

に

登

場

す

る

の

は

、

「
民

族

の

父
」

と

い
う

称

号

に

ふ

さ

わ

し

い
偉

大

な

人
格

者

、

マ

ハ
ト

マ

・
ガ

。

デ

ィ
ー

で
あ

。
た

。
民

族

解

放

運

動
を

政

治

的

に

指
導

し

な

が

ら

、
彼

は
、
自

ら

の
政

治

哲

学

の
礎

と

な

・
た

「
サ

テ

ィ
ヤ

、
しっ
a
ty
a
/!

(真

理

)

と

「
ア

ヒ

ム

サ
、

A
h
im
s
a
]
　
(非

暴

力

)

の

新

し

い
思

想

を

も

た

ら

し

た

。

特

に

注

目

す

べ
き

こ

と

は

、

ガ

ン
デ

ィ

ー

の

政

治

的

ア
プ

ロ

ー

チ
が

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の

原

則

に

深
く

根

差

し

て

い
た

こ
と

で
あ

る
。
彼

自

身

、
敬

慶

な

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

徒

で
あ

り

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

が

生

み

出

し

た

最

も

偉

大

な

社

会

革

命

者

の

一
人

と

し

て
、

歴

史

に
名

を

残

し

て

い

る
。

ガ
。
デ
,
あ

ヒ
ン
ド
ゥ
教

へ
の
主
要
な
貢
献
は
、
彼
の
不
可
膣

民
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
方
法
に
あ

る
と
い
え

よ
う
・
賎
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民

階
級

に
対

す

る
差

別

、
虐

待

が

、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

社

会

の
最

も

醜

悪

な

一
面

で

あ

っ
た

か

ら

で

あ

る

。

彼

は

ま

た

、

民

族

解

放

運

動

の
中

に
多

数

の
婦

人

た

ち

を

も
参

加

さ

せ

た

。

ガ

ン
デ

ィ

ー

の
自

叙

伝

『
真

理

と

と

も

に

あ

る
私

の
実

験

、　

M
y
　
E
x
P
e
ri§
en
ts

§
.S

↓
ミ
ミ

は
注

目

す

べ
き

著

書

で

あ

り

、

そ

こ

に

は

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
根

本

的

理

想

に

対

す

る
彼

の
深

い
傾

倒

が
描

か

れ

て

い
る

。

彼

は

す

べ
て

の
宗

教

の
本

質

的

な

統

一
と

調

和

に

つ
い

て

の

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
考

え

方

を

強

調

し

、

彼

の
開

い
た

祈

禧

会

に

は

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

の
経

典

の

み
な

ら

ず

、

他

宗

教

の
聖

曲
ハ
の
内

容

も

用

い
ら

れ

た

。

(
7

)

終

わ

り

に

結

局

の
と

こ

ろ
、

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

は
内

的

原
動

力

を
取

り
戻

し
、

そ

し

て
今

や
、

ヒ

ン

ド

ゥ
ー
教

徒

の

み
な

ら
ず

人

類

全

体

に
対

し

て
、

特

に
意

義

深

い

一
つ
の
鍵

を

与

え

る

よ
う

な

考

え

方

を

提

示

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ

の
論

文

を

終

え

る

に
際

し
、

『
バ
ガ

ヴ

ァ

ッ
ド

・
ギ

ー
タ

ー
』

よ

り

二

つ

の
名

言

を

紹
介

し

よ

う

。

セッションvrピ ンFウ ー教部門

「
苦

楽

、

損

得

、

勝

敗

を

同

じ

も

の
と

考

え

て

、

闘

い
に

対

し

て
し

っ
か

り

と

し

た

心
構

え

を

し

な

さ

い
。

そ

う

す

れ

ば

、

あ

な

た

の
身

に

悪

が

襲

い
来

る

こ
と

は
な

い
で
あ

ろ
う

。
」

(且

/

三
十

八
)

「
行

う

こ

と
だ

け

が

あ

な

た

が

た

の
正

し

い
務

め

で
あ

り

、

決

し

て

、

行

い

の
結

果

に

こ

だ

わ

っ
た

り

、

益

の
な

い
虚

し

い
空

論

を

も

て

遊

ば

せ

た

り

す

る

べ
き

で
は

な

い
。
」

(H

/

四
十

七

)

こ
れ

は

、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

の
経

典

か

ら

の
感

動

的

な

メ

ッ
セ

ー
ジ

の

一
部

分

で
あ

る

。

現

代

に

お

い
て

も

、

こ
れ

ら

の
内

容

が
含

189



む
意
味
は
い
か
に
大
き

い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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p
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ウ
パ

ニ
シ
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ド
の
数
に

つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
が
、
基
本
的
な
も
の
は
+
三
キ

四
で
あ
る
と
髪

ら
れ
る
。　
K
a
ran

S
in
g
h
は

二

百

八

の

・

パ

ニ
シ

・
ド

の
中

で
、

少

な

く

と

も

+

四

の
も

の
が

主

に

重

要

で
あ

る
.
」

(R
O
I
,　
二
十

一
頁
)

と

述

べ

て

い
る

・

R

°
E

三

・
去

は

、

「
ウ

パ

ニ
シ

・
ド

の
+

三

の
主

柱

」

と

い
う

・

イ

ト

ル
で

、

ウ

パ

ニ
シ

。
ド

の
主

要

な

も

の

を

英

訳

し

た

。

(
ロ

ン

ド

ン

、

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

出

版

部

、

一
九

三

一
年

)

(参

照

)

金

永

雲

V
V
or
ld
　
R
e
tig
io
n
s
　(N
e
w
　
Y
°
鼻

富

8
2
),
p
.
6

C
H
in
d
u
is
m
')°

(参

照

)　
K
a
r
a
n
　
S
in
g
h
　R
e
lig
ion
　
of
　In
d
ia

(R
O
I
f
N
e
w

D
e
lh
i,
C
la
ri。
n
B
o
o
k
s
,
1
9
8
3
)
p
.
2
0
H
in
d
u
is
rn
').

(参

照

)　
M
u
n
d
a
k
a
n
　U
p
a
n
is
h
a
d
,　
2
.2
.1
2
-

(参

照

)　
B
h
a
g
a
く
a
d
gq
ita
,　
ll
.2
3
・

(参

照

)　
K
a
r
a
n
　
S
in
gq
h
R
e
lig
ian

of
In
d
ia

(R
O
I
/
N
e
w

D
e
lh
i,
C
la
r
io
n
B
o
o
k
s
,
1
9
8
3
)
p
.
3
2

(̀
H
in
d
u
is
m
'∀,

「
ナ

モ

゜
ブ

・
ダ

ヤ

・

曇

゜
b
u
d
d
h
a
y
a
」

の
前

の

ヲ
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ニ
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カ
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、

A
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る

賛
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オ
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、

O
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用
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ら

れ

て

い

る
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コ

メ

ン

ト

シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
大
学
教
授

A

N

ラ
オ

 

一

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

に
お

け

る
統

一
の
概

念

 

セ ッシ ョンV【 ヒン ドゥー教部門

ま
ず
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
に
お
け
る
統

一
の
概
念

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
統

一

を
サ
ン
ス
ガ
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
概
念
に
は
謙
遜
の
意
味
が
非
常
に
大
き
な
部
分
を
な
し
て
い
ま
す
。
良
い
行
い
あ

る
い
は
犠
牲
心
と

い
う
も
の
は
、
人
々
が
統

一
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
協
力
し
合
う
と
こ
ろ
に
達
成

さ
れ
ま
す
。
お
互

い
に
良

い
と
こ
ろ
を
受
け
入
れ
、
支
え
合

っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、

一
体
感
と
い
う
も
の
が
生
れ
て
く

る
の
で
す
。
統

一

は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
達
成
さ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
動
の
対
立
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
理
性
に
基
づ

い
た
考
え
方
で
進
め
て
い
き
ま
す
と
、
統

一
に
到
達
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
私

た
ち
は
、
周
り
に

対
す
る
気
配
り
、
あ
る
い
は
配
慮
と

い
っ
た
も

の
を
通
し
て
、
調
和
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
原

理
は
、
私
た
ち
の
す
べ
て
の
行
動
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

統

一
に
関
し
て
は
、
哲
学
の
観
点
あ
る
い
は
宗
教
、
実
践
の
観
点
か
ら
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
哲
学
的

観
点
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。
自
然
に
お
け
る
統

一
あ
る
い
は
融
合
調
和
、
そ
し
て
そ
れ
が
人
間
に
ど
の
よ
う
な
影
響
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